
広
予

広
島

城

跡

所
在
地
　
　
　
一　
広
島
市
中
区
基
町
、
二

・
四
　
同
八
丁
堀
、
三
　
同

上
八
丁
堀

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
三
年

（平
５
）
二
月
―
三
月
、
二
　
一
一〇
〇

三
年
七
月
―
二
〇
〇
四
年

一
月
、
三
　
一
一〇
〇
六
年
四
月

１
六
月
、
四
　
一
一〇
〇
五
年
六
月
―
二
〇
〇
七
年
二
月

発
掘
機
関
　
　
一　
⑪
広
島
市
歴
史
科
学
教
育
事
業
団
、
二

・
四
　
側
広

島
市
文
化
財
団
、
三
　
仰
パ
ス
コ
・
卸
広
島
市
文
化
財
団

調
査
担
当
者
　
一　
多
森
正
晴

・
福
原
茂
樹
、
二
　
若
島

一
則

・
福
原
茂

樹
、
三
　
小
柳
太

一
・
田
部
秀
男

・
脇
坂
光
彦
、
四
　
福

原
茂
樹

・
松
原
　
啓

・
山
脇

一
幸

・
松
田
雅
之

５
　
遺
跡

の
種
類
　
一
・
三

武
家
屋
敷
跡
、
三
　
武
家

屋
敷
跡

。
軍
事
施
設
跡
、

四
　
武
家
屋
敷
跡
・
城
郭

動
　
　
　
跡

（外
堀
）
・
軍
事
施
設
跡

広

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
一　
中
世

末

・
近
世
、
ニ
ー
四
　
中

世
末

。
近
世

。
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
県
庁
前
地
点
第
二
次
調
査

調
査
地
は
広
島
城
の
大
手
郭
の
南
部
、
外
堀
か
ら
北
へ
約
五
〇
ｍ
に
位
置
し
、

周
辺
は
近
世
を
通
じ
て
上
級
武
家
屋
敷
地
で
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
調
査
の
結

果
、
大
手
郭
の
ほ
ぼ
中
央
を
南
北
に
走
る
道
路
と
そ
の
両
側
の
溝
三
条

・
石
列

遺
構

一
条
を
確
認
し
た
。
木
簡
は
、
道
路
と
そ
の
西
側
に
位
置
す
る
武
家
屋
敷

地
と
の
境
界
溝
の
う
ち
、
北
側
の
第

一
号
溝
状
遺
構
か
ら
三
点

ぐ
つ
ち
刀
状
木

製
品
一
点
、
構
蓋
一
点
）、
南
側
の
第
二
号
溝
状
遺
構
か
ら

一
点
、
計
四
点
が
出

土
し
た
。
第

一
号
溝
状
遺
構
は
確
認
長
三

・
七
ｍ
最
大
幅

一
。
人
ｍ
深
さ
○

・

八
ｍ
で
、
北
側
は
調
査
区
外

へ
延
び
る
。
木
簡
の
他
に
、
若
干
の
陶
磁
器
及
び

瓦
、
多
数
の
木
製
品
、
骨

・
貝
類
の
動
物
遺
体
が
出
土
し
た
。
第
二
号
溝
状
遺

構
は
確
認
長

一
九

・
六
ｍ
最
大
幅

一
・
五
ｍ
深
さ

一
・
一
ｍ
で
、
南
側
は
若
千

調
査
区
外

へ
廷
び
る
。
木
簡
の
他
に
大
量
の
陶
磁
器

・
土
器
類
及
び
瓦
、
木
製

品
、
骨

。
貝

。
種
子
な
ど
の
動
植
物
遺
体
、
金
属
製
品
、
ガ
ラ
ス
製
品
が
出
土

し
た
。
特
に
陶
磁
器
は

一
六
世
紀
末
か
ら

一
七
世
紀
初
め
ま
で
に
生
産
さ
れ
た

も
の
の
み
で
あ
り
、
伊
万
里
焼
を
含
ん
で
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
第

一
号

・

二
号
溝
状
遺
構
と
も
元
和
五
年

（
三
全

九
）
の
福
島
氏
の
移
封
に
伴
い
埋
め

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
太
田
川
河
川
事
務
所
地
点

調
査
地
は
、
広
島
城
の
南
東
部
、
東
側
の
外
堀
を
渡

つ
て
す
ぐ
、
京
口
門
に
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面
し
た
場
所
に
あ
る
武
家
屋
敷
跡
で
あ
る
。
木
簡
は
、
調
査
区
の
南
東
隅
で
検

出
し
た
溝
状
遺
構
Ｓ
Ｋ

一
四
〇
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｋ

一
四
〇
は
確
認
長

四

。
二
六
ｍ
幅
二

・
〇
七
ｍ
深
さ
○

・
七
五
ｍ
で
、
屋
敷
と
道
路
の
境
界
と
思

わ
れ
る
。
木
簡
の
他
に
陶
磁
器

・
土
師
質
瓦
質
土
器

・
瓦

・
碁
石

・
木
製
品
な

ど
が
出
上
し
て
い
る
。
最
上
層
か
ら
は
唐
津

・
初
期
伊
万
里
も
出
土
し
た
が
、

下
層
か
ら
は
青
花

・
瀬
戸
美
濃
産
陶
器

・
備
前
焼
し
か
出
土
し
て
お
ら
ず
、　
一

六
世
紀
末
に
機
能
し

一
七
世
紀
に
な
っ
て
廃
絶
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
下
層

に
は
植
物
質

。
木
製
品
が
堆
積
し
て
お
り
、
漆
塗
椀

・
楊
枝

・
柄
杓

・
箸

・
ヘ

ぎ
板
な
ど
と
と
も
に
木
簡

一
点
が
出
土
し
た
。

〓
一　
司
法
書
士
会
館
新
築
地
点

調
査
地
は
広
島
城
跡
三
の
九
東
側
に
位
置
し
、
中
世
末
か
ら
近
世
を
通
し
て

重
臣
及
び
藩
主

一
族
の
屋
敷
や
藩
の
役
所
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
特
に

一

人
世
紀
末
に
は

「竹
之
丸
御
屋
敷
」
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
隠
居
し
た

藩
主
、
そ
の
庶
子
や
家
族
な
ど
が
居
住
し
て
い
た
。
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）

に
は
藩
主
浅
野
斉
賢
自
ら
刀
工
を
呼
び
寄
せ
、
こ
の
地
に
工
房
を
造
ら
せ
刀
槍

を
製
造
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
多
量
の
炭
化
物

・
鉄

津

・
羽
口
が
出
土
し
た
工
房
遺
構
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
上
端
六
ｍ
×
二
ｍ
深
さ
○

。
九
ｍ
の
廃
棄
土
坑
Ｓ
Ｋ
Ｏ
四
か
ら

一

二
点

↑
つ
ち
荷
札
四
点
、
習
書

一
占
０
、
直
径
約
○

。
九

ｍ
の
円
形
の
井
戸
枠
を

も
つ
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ

一
か
ら
二
点

（神
札
一
点
、
御
幣

一
点
）、
計

一
四
点
出
土
し

た
。
土
坑
Ｓ
Ｋ
Ｏ
四
の
出
土
遺
物
は
青
花
椀

・
皿
や
初
期
伊
万
里
椀
、
唐
津
砂

目
積
み
皿
な
ど

一
七
世
紀
前
半
の
も
の
が
中
心
で
あ
る
が
、
雲
龍
荒
磯
紋
椀
が

あ
り
第
Ⅲ
四
半
期
頃
の
遺
構
で
あ
る
。
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇

一
は
、
出
土
し
た
榊
札
の

年
号
か
ら
寛
政

一
三
年

（
一
八
０
３

の
築
造
と
思
わ
れ
る
。

四
　
法
務
総
合
庁
舎
地
点

調
査
地
は
惣
構
東
部
、
中
堀
と
外
堀
に
挟
ま
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
武
家
屋

敷
跡
で
あ
る
。
調
査
区
の
東
端
で
は
外
堀

・
土
塁
基
礎

・
道
路
跡
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
Ｈ
二
区
Ｓ
Ｋ
五
四
か
ら

一
点
、
Ｅ
三
区
Ｓ
Ｋ
人

一
〇
か
ら

一
点
、
Ｌ

一
区
Ｓ
Ｋ
八

一
か
ら
三
点
、
Ｉ
区
Ｓ
Ｋ
六
人
か
ら

一
点
、
外
堀
埋
土
か
ら

一
点
、

Ｇ
二
区
Ｓ
Ｋ
三
二
四
か
ら

一
点
、
Ｃ

一
区
Ｓ
Ｋ
六

一
三
か
ら

一
点
、
Ｄ
三
区
Ｓ

Ｖ
六
〇

一
か
ら
三
点
、
計

一
二
点
が
出
土
し
た
。
Ｈ
二
区
Ｓ
Ｋ
五
四
は
、
遺
物

が
少
な
い
た
め
時
期
は
明
確
で
な
い
が
、　
一
人
世
紀
後
半
以
降
の
廃
棄
土
坑
と

思
わ
れ
る
。
Ｅ
三
区
Ｓ
Ｋ
人

一
〇
は
伊
万
里
を
含
ま
な
い
こ
と
か
ら
、　
三
全
一

〇
年
頃
ま
で
に
廃
絶
し
た
井
戸
で
あ
る
。
Ｌ

一
区
井
戸
Ｓ
Ｋ
人

一
は
、
出
土
遺

物
が
陶
胎
染
付
か
ら
小
広
東
椀
ま
で
に
集
中
し
広
東
椀
を
含
ま
な
い
こ
と
か
ら
、

一
七
七
〇
年
代
に
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｉ
区
井
戸
Ｓ
Ｋ
六
人
は
、
掘
形

に
端
反
椀
が
含
ま
れ
て
お
り
埋
土
に
は
行
平
鍋
や
急
須
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文

化
七
年

（
一
人
一
〇
）
以
降
に
築
造
さ
れ
数
十
年
ほ
ど
で
廃
絶
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
外
堀
の
石
垣
は
近
代
以
降
に
積
み
直
し
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
幅
も

狭
め
ら
れ
て
い
た
。
Ｇ
二
区
井
戸
Ｓ
Ｋ
三
二
四
は
、
荒
磯
紋
椀
を
含
み
寛
文

一

〇
年

（
三
ハ
七
〇
）
頃
に
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ

一
区
Ｓ
Ｋ
六

一
三
か

ら
は
、
陶
胎
染
付
製
品

。
唐
津
刷
毛
目
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、　
一
人
世
紀
前



半
の
廃
棄
土
坑
と
思
わ
れ
る
。
Ｄ
三
区
Ｓ
Ｖ
六
〇

一
は
、　
一
七
世
紀
初
め
の
屋

敷
と
道
路
ま
た
は
屋
敷
内
の
境
界
施
設
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
本
調
査
区
か
ら
は
墨
書
土
器
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。
と
く
に
Ｉ
三

区
Ｓ
Ｋ
四

一
か
ら
は
最
低
で
も

一
二
点
に
及
ぶ
墨
書
か
わ
ら
け
が
出
土
し
、
い

ず
れ
も
見
込
み
に
文
字
な
い
し
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
臼
の
よ
う
な
筒
形
に
逆

三
角
形
を
描
い
た
も
の
が
二
点
、
兜
が
二
点
、
「具
足
」
と
書
い
た
も
の
が
二

点
、
樹
木
を
描
い
た
も
の
一
点
な
ど
が
あ
る
。
本
遺
構
は
深
小
九
椀
や
瀬
戸
美

濃
の
型
皿
を
含
み
、　
一
九
世
紀
第
Ⅱ
四
半
期
頃
の
遺
構
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、

Ｉ
三
区
Ｓ
Ｋ

一
〇
九
か
ら
は

「大
」
と
書
か
れ
た
も
の
、
Ｈ
二
区
Ｓ
Ｋ
六
か
ら

〔
条
力
〕

は

「人
□
」
、
Ｈ
二
区
Ｓ
Ｖ
二
か
ら
は
井
桁
状
の
紋
様
を
描
い
た
も
の
が
そ
れ

ぞ
れ
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｋ

一
〇
九
は
小
九
椀
を
含
む
が
小
広
東
椀

・
広
東
椀

を
含
ま
ず
、　
一
人
世
紀
第
Ⅲ
四
半
期
頃
の
遺
構
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
六
は
焼
継
製
品

を
含
み

一
九
世
紀
の
遺
構
で
あ
る
。
Ｓ
Ｖ
二
は
端
反
椀
を
少
量
し
か
含
ま
ず

一

九
世
紀
第
Ｉ
四
半
期
頃
の
遺
構
で
あ
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
県
庁
前
地
点
第
二
次
調
査

第

一
号
溝
状
遺
構

①

　

上
之
百
文
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（］こ

溢
撰
∞
ｏ毬

②
　
・
□
　
　
　
　
　
」

。
□
口
□

（記
号
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞］ｏＸ
埓
る

ｏａ

①
　
　
「□
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
ぽ
⇔
×
枷
Ｆ
　
ｏ２

第
二
号
溝
状
遺
構

い
　
。
「
＜
□
□
□
□
斗
二
升
三
合
」

名
＜
□
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ寵
溢
巽
ω
儲
∞

①
は
下
端
を
両
側
か
ら
削
り
尖
ら
せ
る
が
、
上
端
は
久
損
し
て
い
る
。
②
は

刀
状
を
し
た
木
製
品
で
、
全
体
に
反
っ
て
お
り
大
変
丁
寧
に
整
形
さ
れ
て
い
る
。

断
面
形
は
刀
の
刃
の
よ
う
に
片
面
の
み
削
り
出
し
て
い
る
。
墨
書
の
痕
跡
が
明

確
な
の
は
表
面
の
漢
字

一
文
字
と
裏
面
の
三
カ
所
の

「ｒ
」
状
の
印
で
あ
る
。

⑪
は
三
枚
以
上
の
板
を
木
釘
で
留
め
、
側
面
を
丸
く
整
形
し
た
構
桶
の
蓋
で
あ

る
。
い
は
四
周
が
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
上
端
及
び
左
右
両
辺
は
あ
ま
り
丁
寧

に
整
形
さ
れ
て
い
な
い
。

一
一　
太
田
川
河
川
事
務
所
地
点

⑪

　

口
国
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（こ

溢
泉
］
ｏ緞

上
端
折
損
、
左
右
両
辺
は
二
次
的
な
削
り
で
、
墨
書
の
の
ち
木
製
品
に
転
用

さ
れ
た
も
の
か
。
同
じ
遺
構
か
ら
、
長
方
形
の
板
の
上
下
両
端
を
斜
め
に
切
り
、

中
央
の
ニ
カ
所
の
孔
に
植
物
繊
維
で
取
っ
手
を
作

っ
た
蓋
状
の
製
品
が
出
土
し



て
お
り
、
そ
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

〓
一　
司
法
書
士
会
館
新
築
地
点

土
坑
Ｓ
Ｋ
〇
四

①

　

口

②

　

「
＜
□

０
　
。
「
＜
せ
う
ゆ
□
日
日
日
□

。
「
＜
□
□
□
口

ω
　
　
日
Ｈ
ＩＩ
□

⑬
　
　
□

（横
材
）

⑥
　
　
同
Ｈ
Ｉ十
日
□

（横
材
）

⑦
　
。
「
＜
岡
本
宮
内
様
□
□
□
」

・
「
＜
ざ
こ
す
し

一
桶
　
　
」

「□
□
□
米
」

日

□

「
フ

2007年 出上の木簡

l101  (9)  (8)

含

Ｎ
ｏ
）
×
］
囀
×
］

（
μ
憫
〇
）
×
］
∝
×
］

（
Ｐ
∞
〇
）
×

］
卜
×

］

含

ｏ
ｅ

×

Ｃ

ｅ

×

］

（
Φ
ｏ
）
×
（
い
ｏ
）
×
∞

Ｏ

∞
９

×

６

じ

×

］

Ｐ
∞
伽
×

］
伽
×

ト

Ｐ
］
ω
×

］
枷
×

∞

ｃ

ｅ

×

含

∪

×
Ю

（
∞
ｏ
）
×
］
卜
×
『

⑪
　
。
「
＜
日
日

旧
回

・
マ

ロ
日

回

⑫

　

一二
□
□

井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
一

⑬
　
。
「吐
普
加
身

元
上
霊
宝

天
手
力
雄
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

祈
願
囲
瀧

彦
竜
命

奉
神
祝
二
柱
大
神
岡
象
女
命
所
水
神
感
應
成
就

姫
竜
命

神
道
加
持

天
児
屋
根
命

」

依
□
多
女

水
神
御
祓

二

大
願
竹
之
御
九
御
屋
敷
之
内
井

時
子
寛
政
十
三
年
二
月
十
五
日
　
祭
主
斎
主

藤
原
利
康
井
上
筑
後
之
正
」

災
禍
消
除
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞ω泉
Ｐｏ隻
『
常
Ｐ

］
『
ｏ
×
岸
∞
×
Ｐ
ｏ
　
ｏ
ｏ
Ｐ

⑭
　
　
「日
日
日
□
」

し
な
い
。
②
は
上
端
を
圭
頭
に

し
原
形
は
判
明

ω
は
上
下
両
端
と
も
に
折
損

作
る
。　
一
文
字
が
か
す
か
に
見
え
る
程
度
で
あ
る
。
①
は
下
端
が
折
損
し
て
い

ａ

ｅ

×

ρ

ｅ

×

∞

（
い
Φ
）
×

や
ｏ
×

∞



る
。
い
は
四
片
か
ら
な
る
。
四
周
が
折
損
し
原
形
は
不
明
で
あ
る
。

０
は
折
損

・
腐
蝕
に
よ
り
原
形
は
判
明
し
な
い
。
横
材
の
木
簡
か
。
０
は
四

周
と
も
に
折
損
、
腐
蝕
に
よ
り
原
形
は
不
明
で
あ
る
。
最
大

一
四
行
に
わ
た
っ

て
墨
書
が
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
文
字
が
連
続
し
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見

え
、
習
書
か
と
思
わ
れ
る
。
横
材
の
木
簡
。

０
の

「岡
本
宮
内
」
は
、
寛
永
か
ら
元
禄
年
間

（
三
全
一四
―
一
七
〇
四
）
に

か
け
て
年
寄
役
を
務
め
た
重
巨
で
、
宝
暦
四
年

（
一
七
五
四
）
の

『家
中
屋
敷

割
図
』
の
当
該
場
所
に
見
え
る

「岡
本
大
蔵
」
の
先
祖
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。

①
は
長
方
形
の
材
の
両
端
を
圭
頭
に
す
る
。
９
は
折
損

・
腐
蝕
に
よ
り
原
形

は
判
明
し
な
い
。
⑩
は
上
端
を
中
央
部
の
み
残
し
て
削
り
出
す
。
下
端
は
折
損

し
て
お
り
原
形
は
不
明
で
あ
る
。
他
の
木
簡
に
比
べ
て
厚
み
が
あ
る
。
⑪
は
下

端
折
損
、
右
辺
割
れ
、
上
端
は
圭
頭
で
あ
る
。
⑫
は
折
損

・
腐
蝕
に
よ
り
原
形

は
判
明
し
な
い
。
他
の
木
簡
に
比
べ
て
厚
い
。

⑬
は
短
冊
型
で
、
上
端
を
圭
頭
に
す
る
。
裏
面
は
削
り
直
し
て
新
た
に
書
か

れ
て
い
る
。
形
状
及
び
墨
書
の
内
容
か
ら

「榊
札
」
「神
符
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る
。
⑭
は
棒
状
材

（御
幣
）
で
、
上
部
は
九
七
剛
に
わ
た
つ
て
割
ら
れ

て
い
る
。
⑬
井
戸
の
底
部
に
表
面
を
天
に
向
け
て
水
平
に
置
か
れ
て
お
り
、
直

上
に
⑭
が
乗
せ
ら
れ
、
並
ん
で
榊
と
思
わ
れ
る
子
葉
数
枚
の
痕
跡
を
確
認
し
た
。

出
上
し
た
箇
所
の
井
戸
の
埋
土
が
自
然
堆
積
砂
層
で
あ
る
た
め
、
廃
絶
に
伴
う

祭
祀
で
は
な
く
、
井
戸
掘
削
時
の
水
榊
に
対
す
る
祓
え
と
災
禍
除
け
の
祈
願
で

あ
ろ
つゝ
。

四
　
法
務
総
合
庁
舎
地
点

Ｈ
三
区
Ｓ
Ｋ
五
四

ω

　

「　
　
　
　
大
む
ぎ

東
□
□

し
い
ら
」

Ｅ
三
区
Ｓ
Ｋ
人
一
〇

②

　

「
三
斗
入
□
□
」

Ｌ
一
区
Ｓ
Ｋ
人
一

①
　
・
「
志
ん
ビ
Ⅳ

□
氷
砂
糖
□

□
砂
□
□

」
（他
ニ
モ
墨
書
多
数
ア
リ
）

。
「

月

月

側

　

「　
貌
□

０
　
□周
□
筑

」
（他

ニ
モ
墨
書
多
数
ア
リ
）

」
（側
面
）
　
　
　
　
　

　
　
　
　

径
Ｐ
烹
×
厚
８

ｏ
２

（
Ｐ
∞
∞
）
×
卜
ω
×
ヽ
　
ｏ
μ
ｏ

hEl

日 清 蔀
□ 元
□洋

］
Ｐ
６

×

ト
ト

×

卜

　

ｏ
ｍ
〕

Ｐ
ｏ
伽
×

的
］
×

∞
　

ｏ
Ｐ
牌
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7)

一一一　

　

　

咆

4)

伺
河
――
躍
陶
‐１
田
固
り
‐
Ｄ

十

一

一

一

図

つ

證

四

爾

一――

〕
嘲

一　

　

　

咆

一解
∽
日
ｐ

却

囲

一莉

Ｒ

勲

〔献

聰

切

ｙ

盟囲
「熱 ヾ

四 (6)

四 (4)

1カカ



０

　

「　
廣
□

ｏ

日

廿

＝

廿

‥
区
Ｓ
Ｋ
六
人
井
戸

ｏ
歯
跡
ヵ〕

め
う
仙
口
　
」

。
「同

国

」

。
「□

（押
印
）

」
（上
面
）

【
右
力
〕

。
「五
市
□
衛
門
」
（下
面
）

外
堀
埋
土

⑦
　
・
□
□
文
口
日
日
□
竹
五
郎
」

。
□
□
□
□
□
□
竹
五
郎
　
」

Ｇ
二
区
Ｓ
Ｋ
三
二
四

０
　
・
栖

」

。
□
□
」

含

伽
ｅ

×

Ｇ

９

×

ｏ
　

ｏ
解
ｏ

Ｃ

一
区
Ｓ
Ｋ
六

一
三

⑪

　

「佐
伯
□
□
□
□

Ｄ
三
区
Ｓ
Ｖ
六
〇
一

⑩

　

「
＜
日
日
日
日
日
日
日
日
□
」

∞
ｏ
×

∞
Ｐ
×

Ｐ
Ｐ
　

ｏ
ω
伽

（
］
Ю
Ю
）
×
∞
⇔
×

岸
ｏ
　
ｏ
枷
Φ

（
Ｐ
∞
］
）
×
］
∞
×
ヽ
　
ｏ
伽
ｏ

（
］
〇
］
）
×
］
〇
×
］

ｏ
伽
牌

岸
］
ω
×

∞
い
×

∞

　

　

ｏ
∞
∞

⑪
　
。
□
□

・
日
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞∞）×
Ｐｏ
×
］
ｏ∞Ｐ

⑫

　

「
＜
三
半
日
日
日
日
日
国
」
　

　

　

　

　

　

岸岸泉
Ю衆
卜
ｏ駕

ω
は
上
端
の
両
角
が
折
損
す
る
。
「し
い
ら
」
は
海
魚
の
鱚
の
こ
と
か
。
③

は
曲
物
の
蓋
で
あ
る
。
表
裏
両
面
と
も
に
多
数
の
墨
書
が
あ
る
が
、
釈
読
で
き

る
も
の
は
少
な
い
。
い
働
は
短
冊
型
で
下
端
は
折
損
し
て
い
る
。
上
部
に
穿
孔

が
あ
る
。
０
は
用
途
不
明
の
方
形
材
で
あ
る
。
０
は
上
端
が
腐
蝕
し
て
お
り
原

形
は
不
明
で
あ
る
。
①
は
上
端
折
損
、
下
端
は
細
く
な
る
が
先
端
は
平
ら
な
ま

ま
で
あ
る
。
①
は
下
端
を
尖
ら
せ
る
が
、
先
端
が
欠
損
し
て
い
る
。
「佐
伯
」

は
広
島
県
西
部
の
地
名
か
。
⑩
は
上
下
両
端
が
欠
損
す
る
。
荷
札
の
一
部
か
。

⑫
の
下
端
の
孔
は
節
が
抜
け
た
も
の
で
、
人
為
的
な
穿
孔
で
は
な
い
。

な
お
、
四
の
地
点
出
土
分
の
釈
読
に
つ
い
て
は
広
島
大
学
の
三
宅
紹
宣
氏
の

ご
教
示
を
得
た
。
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９
　
関
係
文
献

⑪
広
島
市
歴
史
科
学
教
育
事
業
団

『広
島
城
県
庁
前
地
点
発
掘
調
査
報
告
』

（
一
九
九
四
年
）

側
広
島
市
文
化
財
団

『広
島
城
跡
太
田
川
河
川
事
務
所
地
点
』
全
一〇
〇
六

年
）仙

パ
ス
コ

・
卸
広
島
市
文
化
財
団

『広
島
城
跡
司
法
書
士
会
館
新
築
地
点
発

掘
調
査
報
告
書
』
０
一〇
〇
七
年
）

（福
原
茂
樹
）

2    16  5

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

一　
城
北
駅
北
交
差
点
地
点

調
査
地
は
、
外
堀
の
北
西
隅

部
に
あ
た
る
。
文
献
に
よ
れ
ば

こ
の
付
近
は
も
と
も
と
川
で
あ

っ
た
も
の
を

一
七
世
紀
初
め
に

堀
と
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
明

　
７

治
に
な
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
て
　

ュ

細

義

舞

広
島
・魁
轟
朔

垣
期
跡

所
在
地

調
査
期
間

３
　
発
掘
機
関

４
　
調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

一　
広
島
市
中
区
西
白
島
、
二
　
同
紙
屋
町

。
大
手
町

一
　

一
九
九
二
年

（平
７
）

一
一
月
―

一
二
月
、
二
　
一

九
九
六
年
八
月
―

一
九
九
七
年

一
二
月

一　
側
広
島
市
歴
史
科
学
教
育
事
業
団
、
二
　
働
広
島
市

文
化
財
団

一　
大
室
謙
二

・
篠
原
達
也
、
二
　
篠
原
達
也

・

玉
置
和
弘

城
郭
跡

（外
堀
）

中
世
末

・
近
世

・
近
代(広 島)




